(上) 

島 原の 乱に 就て、 幕府 方の 文献 はかなり 多く 残って 

ゐる。 島 原 藩士 北 川 重 喜の 「原 城紀 事」 は 最も 有名で 

いずのかみ 

あり、 この 外に 城 攻めの 上使 松 平 伊豆守 の 子 

かいの かみてる つな 

甲斐 守 輝 綱の 「島 原 天草 日記」 を 始め 諸 藩に 記録が 残 

つて ゐ るが、 いづれ も 城 攻めの 側の 記録であって、 一 

揆 側の 記録と いふ もの はない。 

尤も、 一揆 三 万 七 千 余人 すべてが 殺されて、 有 馬、 

有 家、 口之津、 加津 佐、 堂 崎、 布津 等の 村々 は 住民 全 

滅、 現在の 村民 は その後の 移住者の 子孫で あるから、 



一 揆 側の 記録と いふ ものが 有り得ない 道理で あるが、 

裏切って 命 拾 ひした 一 揆 側の 将山田 右衛門 作 や 脱走の 

落 武者 も いくらか 有って、 現に 右衛門 作の 描いた 宗教 

画 は 残って ゐる程 だから、 あながち 記録がない とも 言 

こ 切才ま I 

籠城 兵士の 筆で はなく とも、 一揆に 同情しながら 加 

担し なかった 村民 や 切支丹の 遺した 記録 はない か。 

一 揆の 当時 大 村の 牢 舎に 縛られて ゐた ポルトガルの 

船長 デュ アル テ • コ レアの 記録 は バジェ スも 引用して 

甚だ 著名で あるば かりで なく、 恐らく 唯一 の 切支丹 側 



の 記録で あるが、 切支丹 側 唯一 の 記録と は 言 ひながら、 

今日 学者が y J の 記録 を 最も 価値 ある 資料 の やう に 見て 

ゐ るの は、 果して 当 を 得て ゐ るか。 かなりに 疑問が あ 

ると 思 ふ。 

第一 コ レア は 自分の 目で 見た わけで はない。 一揆の 

時は大 村の 牢 舎に ゐ たので あるから、 人の 話 を 書きと 

めた もので、 そのこと だけで も 割引して 読まなければ 

なるまい と 思 ふ。 

僕 は 今度 「島 原の 乱」 を 書く ことにな つて、 一揆 側 

の 記録が ひとつぐ らゐ はない もの かとい ふ儍ぃ 希望 を 



て くれた 「天草 騒動」 とい ふ 本、 これ は 早稲 田 出版部 

の 「近世 実録 全書」 とい ふ 中に 収められて ゐる もの だ 

が、 題 は 違 ふが 内容 は 同 一 物の やうに 思 はれた。 尤も 

僕 は 「金 花 傾 嵐抄」 を 甚だ 簡単に 拾 ひ 読みした、 V けで、 

照し 合せた わけで はない から、 正確に 同 一 物 だと は 言 

へない が、 多分 同 一 物 だら うと 思った。 

これによ ると 一 揆 鎮定の 主役で ぁリ 花形の 松 平 伊豆 

守が 作戦 下手の 愚劣な 風に 書かれて ゐて、 その あたり 

目先が 変って ゐる けれども、 結局 講談 本で しかな く、 

一揆 側から 出た かも 知れぬ とい ふ 想像 は、 ちと、 うが 



ちす ぎて ゐる やう だ。 

僕が 一種み つけたと いふ、 ゃゝ それらし い 記録と い 

ふの は、 この 本の ことで はない。 

(中) 

その 本 は、 「高 来 郡 一 揆之 記」 とい ふ。 上中下 を 一 冊 

に まとめた 写本で ある。 尤も 同じ 図書館に 「南 高 来 郡 

一揆 之 記」 といって 南の 一字 加 はった 写本 も ぁリ、 之 

は 上中下 三 冊に なって ゐ るが、 内容 は 同じ 物で、 前者 

の 方が 誤写 や 脱字が 尠 いやう に 思 はれた。 



(下) 

以上が 一揆の 発端で あるが、 之 をき つかけ にして 諸 

村に 暴徒が 蜂起した。 各地に 代官 を 追 ひ 廻し、 生 捕つ 

せめころ くみ 

て責 殺し、 一 揆に 与せぬ 者の 家に 放火し、 仏寺 を 破リ、 

やがて 合流して 島 原 城へ 押 寄せる ので あるが、 この 記 

録 のうちで 最も 生々 しく 活写され てゐ るの はこの 部分 

で、 各 山野に 叫喚 を あげて 代官 を 追 ひ 廻す 有様 は 手に 

とる やうで ある。 

この 生々 しい 記述から 判じて、 この 筆者 は 原 城 籠城 

はとに かく、 尠くとも 一揆の 当初 は 動乱に ついて 共に 



走って ゐたー 人で はない かとい ふ 想像が 不可能で はな 

ヽ o 

レ 

一 揆の 一 味で はない にしても、 とにかく 一 揆の 村の 

住民の 一 人 かと も 思 はれ、 それ も 天草の 住民で はなく、 

島 原 半島の 住民で あらう とい ふ 想像が してみたい。 

とい ふの は、 話が 天草の ことになると 記述が 余程 曖 

昧 になる からで、 又、 原 城 包囲の 記述で は 詳細 精密で 

ありながら 「原 城紀 事」 や 「天草 日記」 にある 攻城 軍 

と 籠城 軍の 取 交した 種々 の 通信な どの 正確な 記事 を 欠 

いて ゐる。 之に 反して、 一揆の 秘密の 廻文な ど 他 本に 



ないかと 言 ひだした。 

その 時 四 郎は大 矢 野宫津 とい ふ 所 を 徘徊し、 七 百 人 

程の 信者 を 集めて、 切支丹の 教を 説いて ゐ たが、 そこ 

へ 使者が でかけて 行った。 

すると 四郎の 答へ るに は、 一揆の 人 すべてが 切支丹 

になる とい ふ 誓 状 を 添 へ てく るなら 頼みに 応じようと 

言 ふので、 いったん 使者 は 立 帰り、 誓 状 をつ くって 出 

直して 来て、 四郎を 大将に いた- V くこと になった ので 

ある。 

かう して 一 揆は 四郎の 指揮に 従 ひ 十二月 一 日 原の 廃 
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